
諸外国の非専従消防隊員等に関する調査結果 
※一般財団法人自治体国際化協会の協力を得て作成 

  イングランド スウェーデン 

消防事務を実施する機関 消防・救助局（Fire and rescue authority） 消防救急隊（Municipal Rescue Service） 

その機関が所属する 
政府のレベル 

 原則として、二層制の地域では、県（County）又は大都市消防組合が運営、一層制の地
域では一部事務組合等が運営している（現在のイングランド内の消防・救助局は４６地
域）。 

市町村レベル 

消防事務に従事する者 
 常勤消防職員（Wholetime Firefighter）及び予備消防職員（Retained duty system 
Firefighter） 
※予備消防職員はGreater London及びWest Midlandsでは採用されていない。 

常勤消防職員（Heltidsbrandman）及び非常勤消防職員（Deltidsbrandman） 

各種消防隊員が行う 
消防活動との異同 

 常勤消防職員と予備消防職員が行う業務に大きな違いはない。 
 常勤職員が通常週４２時間制。予備職員は週の対応可能時間を数段階（最大は週１２０
時間）で設定し、通報を受けてから５分以内に消防署への連絡及び出動態勢に入ること
が必要とされている。 

 非常勤消防職員は、通常、３、４週間ごとに１週間程度担当期間が割り当てられ、呼び
出しにより出動し、活動にあたることとなっている。（市町村によって異なる。） 

専従（常勤消防職員） 非専従（予備消防職員） 専従（常勤消防職員） 非専従（非常勤消防職員） 

所属する機関 当該区域の消防・救助局 当該市町村の消防救急隊 

公務員としての法令上の 
位置付け 

当該区域の消防・救助局の職員 消防救急隊の常勤職員 従事時は日々雇用扱い 

人員数 26,176 10,985 約4,000 約11,500 

報酬年額 3,889,620円～7,501,410円 388,962円～518,616円（2015年10月1日のレート：1
英ポンド 185.22日本円) 

約400万円 通常、出動時のみ手当は支給。 

業務 
内容 

消火
活動 

屋内進入 ○ ○ 
屋内進入以外 ○ ○ 

緊急通報の受報 ×（地域内の管理センターが対応） 
×（市町村によって異なるが、通常は市町村又は市町村事務組合が設置するコールセン

ターが対応） 

救急搬送 ×（NHS(National Health Service)が実施） 
×（医療を所管する県（County）レベルで実施。但し、消防救急隊においても、応急処置は

適宜対応。） 
救助活動 ○ ○ 

災害、水害への対応 ○ ○ 

予防行政 ○ ○ 
広報・指導 △(事務職員と協力のもと実施) ○ 不明 
特別警戒 ×(基本的に警察が実施) × 

訓練
の 
内容
及び
頻度 

初任訓練・基礎教育 

 常勤者向け研修プログラム（Full-time 
induction training programme）に参加。 
 消火、救助技術、火災建物への入室、器
具等の使用、応急処置、安全等の内容に
ついて、概ね１２～１６週間で実施。 

 週末を中心に、常勤者向け研修プログラム
と同じ内容の研修を受ける。 
 また、平日にも訓練に参加する必要がある。 

 旧制度では、２～５週間の初期訓練、１年
間の実践訓練、１５週間の二次訓練を受講。 
新制度では、市民防災局が主催する２年間
の訓練（セカンダリー・スクールの卒業が必
須）を受講。 

 学科訓練（５週間）、講義（８０時間、遠隔地
教育）、実践訓練（市町村が内容を決定）を受
講。訓練は市民防災局（Civil Contingencies 
Agency）により実施され、自己負担はない。 

定期的な訓練 
 英国主任消防職員協会（Chief Fire Officers Association）が実施する総合的な研修
（Integrated Personal Development System）に参加するとともに、関連試験を受験すること
で能力強化を実施。 

 市町村ごとに定期的な訓練を実施。内容
は市町村で異なり、毎年検査を実施してい
る市町村もある。 

－ 

専従消防隊員との関係 
 火災・救助活動の指揮は、専従消防隊が   到着するまでは非専従消防隊が指揮をとり、
専従消防隊が到着するとその指揮下に入る。 

不明 
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